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衆院選「争点と選択」二宮厚美神戸大学名誉教授に聞く衆院選「争点と選択」二宮厚美神戸大学名誉教授に聞く

消費税増税法と社会保障制度改革推進法の賛否
消費税増税法 社会保障改革推進法

民 　 主 ○ ○
自 　 民 ○ ○
生活が第一 × ×
公 　 明 ○ ○
共 　 産 × ×
維 　 新 ― ―
社 　 民 × ×
み ん な × ×

解散前衆参10議席以上の政党を抜粋

党派でなく政策と行動見極め意義ある判断

消
費
税
・
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ・
社
会
保
障

国
民
世
論
は
脱
新
自
由
主
義

に
の
み
や
・
あ
つ
み

　

１
９
４
７
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
中
途

退
学
後
、
大
阪
外
国
語
大
学
を
経
て
、
神
戸
大
学
発
達
科
学

部
教
授
に
就
任
。
２
０
１
２
年
か
ら
同
大
学
名
誉
教
授
。
専

攻
は
経
済
学
、
社
会
環
境
論
。
近
著
に
『
新
自
由
主
義
か
ら

の
脱
出
』（
新
日
本
出
版
社
）、『
誰
で
も
安
心
で
き
る
医
療

保
障
へ
』（
共
編
著
、
大
月
書
店
）、『
新
自
由
主
義
か
新
福

祉
国
家
か
』（
共
著
、
旬
報
社
）
な
ど
。

―
―
衆
院
の
解
散
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

一
言
で
表
す
な
ら
ば
、
民
主
党
政
権
が
新

自
由
主
義
路
線
を
強
行
し
た
が
ゆ
え
に
国
民

の
支
持
を
失
い
、
解
散
総
選
挙
に
至
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。「
３
・
11
」
後
に
即
し
て
考

え
れ
ば
、
震
災
復
興
や
原
発
、
消
費
税
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
、
民
主
党
政
権
は
圧
倒
的
な
国
民

世
論
に
反
す
る
路
線
を
突
き
進
ん
だ
。

　

消
費
税
増
税
を
含
む
「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
」
で
は
、
自
民
・
公
明
両
党
と
協
力

し
て
３
党
合
意
で
８
月
に
法
案
採
決
を
強

行
。
そ
の
時
点
で
野
田
佳
彦
首
相
は
、「
近

い
う
ち
」
の
解
散
を
約
束
せ
ざ
る
を
得
な
い

立
場
に
追
い
込
ま
れ
、
自
ら
首
を
絞
め
る
よ

う
に
解
散
総
選
挙
に
向
か
っ
た
。
新
自
由
主

義
路
線
そ
の
も
の
が
破
た
ん
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
良
い
状
況
だ
。

―
―
「
二
大
政
党
」
に
違
い
が
な
く
な
る
な

か
で
、
対
決
構
図
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る

か
。

　

野
田
首
相
は
解
散
前
夜
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
を
明
言
し
た
。
党
内
の
不
満
分
子
を
突
き

―
―
選
挙
に
向
け
て
、
ど
う
政
策
を
見
極
め

て
い
け
ば
良
い
か
。

　

北
海
道
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
沖
縄
は
オ
ス
プ
レ
イ

と
普
天
間
基
地
、
福
島
は
原
発
と
い
っ
た
よ

う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
自
分
た
ち
に
最
も
身
近

な
政
策
分
野
に
お
い
て
、
ど
の
政
党
が
自
分

た
ち
の
代
表
な
の
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、
非
常
に
簡

単
で
、
意
義
の
あ
る
選
挙
に
な
る
。

　

農
協
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
か
ど
う
か

で
推
薦
を
決
め
る
と
宣
言
し
た
。
医
療
団
体

で
あ
れ
、
教
育
団
体
で
あ
れ
、
自
分
た
ち
の

領
域
に
関
わ
る
政
策
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
判

断
し
、
き
ち
ん
と
投
票
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

あ
る
地
方
の
保
険
医
協
会
の
支
部
で
講
演

し
た
時
に
、「
総
選
挙
で
は
ど
の
政
党
を
選

べ
ば
良
い
か
」
と
、
あ
か
ら
さ
ま
な
質
問
が

央
集
権
の
打
破
」
な
ど
、
極
め
て
抽
象
的
な

空
文
句
で
野
合
の
言
い
訳
を
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。

―
―
国
民
世
論
と
は
相
容
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

民
主
党
政
権
を
真
ん
中
の
軸
に
置
い
た
場

合
、
右
側
に
い
る
の
が
自
民
党
で
あ
り
、
さ

ら
に
右
に
い
る
の
が
「
第
３
極
」
の
新
党
グ

ル
ー
プ
だ
。
消
費
税
・
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
３

大
争
点
で
は
基
本
的
に
推
進
派
で
あ
り
、
国

民
世
論
は
反
対
側
に
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
新

党
グ
ル
ー
プ
と
対
極
的
な
左
サ
イ
ド
の
世
論

側
の
勢
力
は
全
国
的
に
は
結
集
し
切
れ
て
い

な
い
が
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
国
民
運
動
が

巻
き
起
こ
り
、
世
論
を
喚
起
し
て
３
大
争
点

を
政
策
上
の
対
決
点
に
押
し
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
国
民
運
動
の
成
果
に
他
な
ら
な
い
。

　

か
つ
て
民
主
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
な

ど
、
医
療
・
福
祉
面
で
積
極
的
な
面
を
打
ち

出
し
て
政
権
交
代
を
果
た
し
た
。
左
寄
り
の

勢
力
は
、
こ
の
手
つ
か
ず
の
課
題
を
拾
い
上

げ
、
社
会
保
障
充
実
の
た
め
の
政
治
変
革
を

求
め
る
世
論
を
引
き
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

新
自
由
主
義
と
対
抗
線
上
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
こ
と
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

に
な
っ
て
前
日
弁
連
会
長
の
宇
都
宮
健
児
氏

を
支
援
し
て
い
る
。
宇
都
宮
氏
は
、
反
貧
困

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
人
物
で
、
消
費
税
増

税
反
対
や
原
発
ゼ
ロ
を
訴
え
て
い
る
。
新
自

由
主
義
か
、
脱
新
自
由
主
義
で
福
祉
国
家
を

め
ざ
す
の
か
と
い
う
対
決
軸
の
な
か
で
都
知

事
選
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
国
的
に
は
、
政
治
勢
力
の
関
係
上
、
都

知
事
選
の
よ
う
な
構
図
は
目
に
見
え
て
現
れ

て
い
な
い
が
、
政
策
上
の
対
決
軸
は
同
じ

だ
。「
３
極
論
」
で
は
な
く
、「
２
極
対
決
」

の
構
図
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
お
き
た
い
。

―
―
新
党
グ
ル
ー
プ
の
「
第
３
極
」
で
は
な

い
選
択
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

新
党
が
乱
立
す
る
な
か
で
、
政
党
の
動
き

に
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
消
費
税
や

原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
度
ほ
ど

政
策
的
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
選
挙
は

な
い
。

　

そ
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

が
総
選
挙
と
同
日
投
票
の
東
京
都
知
事
選

だ
。
副
知
事
の
猪
瀬
直
樹
氏
や
元
神
奈
川
県

知
事
の
松
沢
成
文
氏
の
よ
う
に
石
原
路
線
を

引
き
継
ぐ
グ
ル
ー
プ
の
一
方
で
、
脱
原
発
グ

ル
ー
プ
や
市
民
団
体
、
共
産
、
社
民
が
一
緒

―
―
「
第
３
極
」
の
動
き
を
ど
う
み
る
か
。

　

「
第
３
極
」
と
言
わ
れ
る
日
本
維
新
の
会

は
、
安
倍
氏
に
連
携
を
打
診
す
る
な
ど
、
自

民
と
同
じ
右
寄
り
の
新
自
由
主
義
路
線
に
立

っ
て
い
る
。
代
表
を
務
め
る
石
原
慎
太
郎
氏

も
、
橋
下
徹
氏
も
、
自
民
党
の
推
薦
や
支
持

を
得
て
知
事
に
当
選
し
た
人
物
だ
。
ブ
レ
ー

ン
の
竹
中
平
蔵
氏
と
古
賀
茂
明
氏
は
、
小
泉

・
安
倍
政
権
時
代
の
「
構
造
改
革
」
の
主
要

メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
古
賀
氏
は
み
ん
な
の
党

の
渡
辺
喜
美
氏
と
も
組
ん
で
い
た
。

　

消
費
税
や
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
各
政
策
で

は
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

維
新
も
み
ん
な
も
過
激
な
新
自
由
主
義
と
い

出
さ
れ
た
。
一
瞬
迷
っ
た
が
、「
消
費
税
・

原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
主
要
な
争
点
で
保
険

医
協
会
が
議
論
の
末
に
決
断
し
た
政
策
を
考

え
れ
ば
、
消
去
法
で
い
け
ば
残
る
と
こ
ろ
共

産
党
し
か
な
い
」
と
断
言
し
た
。
一
般
的
に

「
革
新
勢
力
」
と
言
っ
て
も
良
か
っ
た
が
、

今
の
状
況
下
で
は
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
国
民
多
数
は
、
た
と
え
ば
小
沢

派
の
政
策
が
示
す
よ
う
に
政
策
的
に
共
産
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
。
選
挙
で
は
、
政
党
や
党
派
で

は
な
く
、
政
策
と
行
動
を
見
極
め
て
判
断
す

る
こ
と
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
正
当

な
こ
と
だ
。

―
―
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
か
。

　

医
療
分
野
に
お
け
る
民
自
公
の
政
策
は
、

う
点
で
は
、
安
倍
自
民
と
根
っ
こ
の
と
こ
ろ

で
は
同
じ
だ
。
新
自
由
主
義
路
線
の
な
か

で
、
過
激
度
に
お
い
て
安
倍
色
や
石
原
色
、

橋
下
色
と
い
っ
た
違
い
が
出
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

　

原
発
や
消
費
税
を
「
さ
さ
い
な
問
題
」

（
石
原
氏
）
な
ど
と
い
う
連
中
は
、「
政
策

な
ん
か
ど
う
で
も
良
い
」
と
自
ら
宣
言
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
だ
。「
脱
官
僚
」
や
「
中

一
歩
先
ん
じ
て
い
る
の
が
自
民
党
だ
。
安
倍

晋
三
総
裁
は
小
泉
純
一
郎
元
首
相
の
直
系
で

あ
り
、
憲
法
や
教
育
、
外
交
分
野
で
も
野
田

政
権
以
上
に
右
翼
的
な
タ
カ
派
に
属
す
る
。

　

総
選
挙
で
は
、
民
自
公
３
党
が
選
ん
で
き

た
新
自
由
主
義
路
線
を
そ
の
ま
ま
続
け
て
い

く
の
か
、
国
民
世
論
が
求
め
る
消
費
税
増
税

ノ
ー
、
脱
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
な
ど
の

道
に
進
む
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
大
き
な

選
択
と
し
て
、
新
自
由
主
義
か
、
そ
れ
と
も

脱
新
自
由
主
義
か
が
対
決
の
構
図
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

離
し
、
消
費
税
増
税
や
原
発
再
稼
働
と
合
わ

せ
て
新
自
由
主
義
を
突
っ
走
る
こ
と
を
表
明

し
た
に
等
し
い
。
民
主
は
国
民
多
数
の
世
論

か
ら
見
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

民
主
と
の
違
い
を
出
す
た
め
に
、
同
じ
新

自
由
主
義
の
な
か
で
も
、
右
翼
的
な
路
線
で

３
党
合
意
で
成
立
さ
せ
た
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
。「
一
体

改
革
」
で
は
、
消
費
税
を
増
税
す
る
と
共

に
、
医
療
・
社
会
保
障
は
圧
縮
・
縮
小
・
制

限
と
い
う
形
に
転
換
し
て
い
る
。
民
主
は
早

速
、
年
金
や
生
活
保
護
の
削
減
に
着
手
し
て

い
る
。
医
療
給
付
の
制
限
、
つ
ま
り
医
療
費

を
抑
え
込
む
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
維
新
の
政

策
も
同
じ
路
線
に
あ
る
。「
八
策
」
で
は
、

混
合
診
療
の
完
全
解
禁
や
医
療
保
険
の
範
囲

の
縮
小
な
ど
が
示
さ
れ
、
正
面
か
ら
攻
撃
を

仕
掛
け
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

３
年
前
の
総
選
挙
で
政
権
交
代
を
実
現
し

た
の
は
、
民
主
が
「
後
期
」
医
療
の
廃
止
や

診
療
報
酬
の
抜
本
改
善
、
医
療
費
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
並
み
の
引
き
上
げ
な
ど
、
多
く
の
医
療
関

係
者
が
支
持
す
る
政
策
を
掲
げ
た
か
ら
だ
。

開
業
医
の
要
求
に
応
え
る
政
策
を
実
行
す
る

政
党
を
今
度
こ
そ
見
極
め
、
選
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

17
万
人
が
集
ま
っ
た
７
月
の
脱
原
発
集
会

＝
東
京
都
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
論
に
反
す
る
路
線
で
破
綻

世
論
に
反
す
る
路
線
で
破
綻

「
第
三
極
」の
違
い
は
過
激
度

「
第
三
極
」の
違
い
は
過
激
度

要
求
実
行
す
る
勢
力
を
選
択

要
求
実
行
す
る
勢
力
を
選
択

新
党
乱
立
も
対
決
軸
は
２
極

新
党
乱
立
も
対
決
軸
は
２
極

　

衆
院
選
を
12
月
16
日
に
控
え
、「
第
３
極
」
と
呼
ば
れ
る
勢
力
が
離
合
集
散
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
国
民
生
活
を
置
き
去
り
に
し
、
党
利
党
略
を
優
先
し
た
思
惑
が
交
錯
す
る
な

か
で
、
ど
の
よ
う
な
選
択
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
研
究
者
ら
で
つ
く
る
福
祉
国
家
構
想
研

究
会
の
共
同
代
表
で
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
二
宮
厚
美
氏
に
聞
い
た
。 

（
新
聞
部
）


